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障害者政策研究全国集会（第10回）成功に終わる

―12月18日（土）、19日（日）のべ600名の参加―

　

毎年恒例となった障害者政策研究全国集会が、12月18日（土）19日（日）の2日間にわたって、戸山サンライズなどで行なわれた。

　今年のテーマは“権利の時代―障害種別を超えて地域自立生活を実現するサービス・法制度を！”であった。

１日目の全体会は政党代表者による討論、2日目は後楽園会館とふたつの会場で分科会が行なわれた。分科会は「交通・まちづくり」「教育」「労働」「権利擁護」「自立支援」「所得保障」の６つであった。

「権利擁護」は差別禁止条例がいくつかの自治体で検討されていること、差別禁止法の動きを背景に盛り上がりをみせた。「自立支援」についてもグランドデザインが出されるなか、様々な角度と立場から問題点が指摘された。

筆者は「所得保障」の分科会に参加。発言者に東京青い芝の会の寺田純一さん、立命館大学の立岩真也さんを迎え、コーディネーターには全国青い芝の会の八木勝自さんという具合に興味深いメンバーであった。

寺田さんは、「グランドデザインでの応益負担は、障害者も社会の一員である以上それを積極的に捉えていく必要がある。サービスを買う意識が重要である。所得保障を求める絶好のチャンスである」と展開した。

立岩さんは、「生活保護を守っていくという視点と、公的年金については基礎年金だけにし、一定の生活が保障される額を障害者・高齢者を問わず支給するシステムにするのも一つの考え方」とした。また「応益負担」には反対の立場であるともした。

この他、労働との関係などについても会場を交えた議論が展開された。「所得保障」分科会に50名くらいの参加者があり、関心が高くなってきていることをうかがわせた。


「障害者自立支援給付法」へと

12月18日の読売新聞報道によれば、厚生労働省はグランドデザインによるこれまで新しい法律名を「障害福祉サービス法」とする方向が検討されていたが、名称を「障害者自立支援給付法(案)」とするとのことである。

費用の応益負担については２００６年１月から段階的に実施するとのこと。


障害連ホームページのアドレスは以下の通りです。

http://shogairen1976.hp.infoseek.co.jp/










